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あおなみ-Blue Wave-      学校ホームページはこちらから→ 

公共ということ 

 辞書を引くと、「社会全体や国、地方公共団体など、個人を除い

た社会の構成員全体にかかわることや、その場や物を指す言葉」と

あります。 

 ざっくり言えば、「みんなの場所や物」「国や県・市・町などで管

理している場所や物」ということかなと思います。 

 例えば、小長井小学校は、子どもたちが通うみんなの場所です。

だから公共の場所であるといえます。 

 このような公共の場所は、駅やバス停、病院、お店、道路、公共

交通機関など探せばいくらでも見つかると思います。 

 では、このような公共の場所に落書きをしたり、壊したりした場

合、どうなるでしょうか？ 

 法的には「器物損壊罪」にあたる可能性があります。刑法 261条

によれば、3 年以下の拘禁刑または 30 万円以下の罰金もしくは科

料とあります。 

 また、長崎県の迷惑防止条例によれば、公共の場での粗暴行為は

罰則が設けられています。 

 他県では小学生であっても、検挙・補導される事案もあっている

ようです。お子様が放課後や休日にどのような過ごし方をしてい

るか気にかけていただくとありがたく存じます。 


